
請願文書表

令和５年新城市議会１２月定例会

受 理番 号 令和５年請願第３号

受理年月日 令和５年１１月２４日

件 名 （仮称）新城・設楽風力発電事業に関する住民意見と事業者への請願

書

請願者の住所

及び氏名

作手地区 区長会 代表区長 荻野眞市

作手地区 区長会 副代表区長 齊藤誠仁

請 願 の 要 旨 請願の趣旨

令和５年６月定例会で採択されたメリット・デメリットを含む広範

囲な説明会開催の請願を受けて、１０月１４日に作手全域を対象とし

た住民説明会が開催された。作手地区住民の自然環境への甚大な影響

への懸念と長期に及ぶ健康被害への不安を受け、各地区区長の連名を

もって、（仮称）新城・設楽風力発電事業への反対意見を表明する。

菅守地区は計画想定区域の３箇所から至近距離にあり、この地区に

は複数の地権者が在住している。しかし影響を受けるのは菅守地区だ

けではない。２ｋｍ圏内には２９１戸もの住宅があり、想定区域には

複数箇所の水源があることから、さらに遠く離れた地域にも、濁水や

飲料水への影響が懸念される。住民の内の複数の地権者が反対すれ

ば、建設用地が確保できないため、建設はできない。

しかし地権者以外の多数の住民が反対しても、数人の地権者の合意

の下に建設が可能になれば、建設に踏み切るということでは、地域住

民は到底納得し得ない。

住民が風力発電事業に反対する理由の一つは、大量の森林伐採が災

害の誘因になることである。作手は愛知県内でも降水量の大変多い地

域として知られ、近年は大雨警報などの天気予報でも地名が報じられ

る程である。山に根を張り、支えている木々が風車建設のために大量

に伐採されることにより、私たちの日常が脅かされることは、容易に

推測できる。

また、木の伐採をはじめとする大規模な山の改変による、複数箇所

の水源に及ぶ甚大な影響への懸念も大きな理由に挙げられる。

そして人への影響として、陸上風力発電の規模は、発電効率を優先

して大規模化しており、（仮称）新城・設楽風力発電事業の風車も例

外ではない。過去に建設されてきた風車の２倍以上に及ぶ巨大な風車

２０基が、３箇所の想定区域に計画されており、それらがあまりにも

住宅に近すぎる。とくに子育てにとって、２０年余にわたり風車から

受ける影響は、子供の成長にとってどれ程のものであるか測り知れな



請 願 の 要 旨 い。そのような不安を、住民はなぜ強いられねばならないのか、どう

して私たちの豊かな自然と、健康的な生活を送る日常が脅かされねば

ならないのか、理解できない。

これらのような風車による影響に鑑みて、新城市の誠意ある対応を

お願いする。

請願事項

１ 事業者はこれまで開催された説明会において、｢地元住民の合意

が得られないまま、事業者の判断で建設を強行することはない｣と

再三説明されてきた。地元住民の合意とは、地権者のみではなく地

権者以外の地域全体の住民を含む合意であることを、新城市も共通

認識と捉え、地域全体の住民の意向に反して、建設に着手すること

のないよう、新城市から事業者に要請すること。

２ 作手２０地区の区長より、（仮称）新城・設楽風力発電事業につ

いて住民の建設反対意見を各地区区長の連名により表明する。これ

ら各区長の連名書を、新城市長より事業者へ提出すること。

紹介議員氏名 カークランド陽子、齊藤竜也、佐宗龍俊

付託 委 員 会 厚生文教委員会












